
２．スリットを作ります。
　①スリット位置に幅 3 ㎜程度の穴を開け、穴の外側左右に両面テープを張り付けます。
厚紙を切り抜いてスリットにする場合
　②カッターナイフで練習用スリットの　　スリット部を細く切り抜きます。
　③取付面にテープを張り付けたうえでスリットを両面テープに張り付けます。
　　※テープを貼ってから取り付けるとあとで修正・取り換えができます。

カッターナイフ刃を使う場合
　②半分に折ったカッターナイフの刃がスリットの点線に来るように貼り付けます。
　③隙間がなるだけ小さくなるように、
　　もう 1 枚のカッター刃を向かい合わせに貼り付けます。
　　※細いスリットを作ると線がくっきり分かれて見えますが暗くなります。
　　　太いスリットを作るとぼやけますが明るいスペクトルになります。
　　　きれいなスリットが作れるように何度か試してみてください。
　　※完成時スペクトルが暗すぎた場合は貼りなおしてスリットを広げてください。
　　※隙間に薬包紙を挟んでカッター刃を挟んで貼り付けた後に抜き取る方法もあります。

簡易分光器の作り方

３．組み立て

１．切り取り線 (            ) に沿って各パーツを切りぬきます。
　　黒い部分は外周を切ってください。
　・窓の部分・レンズ開口部（グレーの部分）
　　もカッターナイフで切り抜きます
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細く切り抜きます

②拡大鏡取り付け穴があいた面が垂直になるよう
に固定してテープで拡大鏡を固定します。
③回折格子も取付穴にテープで止めます。

①両面テープを貼って
　箱状にします。

④レンズ固定用パーツの底面
部分に両面テープを貼り付
け、拡大鏡を挟むように取り
付けます。 ※光が漏れる場合は黒テープ・アルミテープなどを外から貼って遮光してください。

⑤ふたを組み立てて上からかぶせ、テープで止めます。
⑥回折格子 /CD-R の穴からのぞき込み、スリットから
光源が見えるようにするとスペクトルが見えてきます。

今回の分光器では透過型回折格子 (1000 本 /mm, 1 µm 間隔 ) と 3 倍ルーペを使い、
目で見るだけでなくデジタルカメラ（マニュアル操作可能なものがよいです）で
スペクトルを明るく撮影できるものを目指しました。

両面テープで固定

光源の方向

スペクトルが見える方向

覗く方向
テープでとめる

裏から
両面テープ貼付

レンズの上からカバー取付

拡大鏡を取付

穴を回折格子で外から
覆ってテープでとめる両面テープでとめる

両面テープ貼付箇所

① ② ③

④ ⑤ ⑥ガイドライン
に沿って固定

箱の端とレンズ固定部の端を合わせる
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ここまで切り込みを入れる



回折格子？
私たちが普段目にしている光は、様々な色（いわゆる虹
の七色）が重ね合わさったものです。回折格子はこうし
た光を色ごとにわけるための光学素子です。
多数のスリットが等間隔に並んだ構造になっていて、入っ
てきた光は色ごとに異なる角度に進むようになります。

簡易分光器で見るいろいろな光
〇いろいろな照明器具
・白熱電球：青～赤の連続スペクトルが見えます
　色がついたものをとおすと一部が暗くなります
・LED：青色と、緑～赤色のスペクトルが見えます
・蛍光灯（白色）：連続スペクトルのほかに緑色の輝線が見えます
・蛍光灯（三波長型）：紫・緑・黄色など何色かの輝線が見えます
〇放電管
・ネオンランプ：ネオンの輝線スペクトルが見えます
・HID ランプ：水銀やほかの元素の輝線スペクトルが見えます
・空気中の放電：主に窒素の輝線スペクトルが見えます
・レーザー光：単一の輝線スペクトルが見えます
　※危険なのでレーザー光を直接分光器の中に入れないでください。
◎屋外・屋内各所
・水銀灯・冷陰極ランプ：白色蛍光灯に似た輝線スペクトルが見えるはずです
・信号機（LED の赤黄青）：レーザー光よりも幅広のスペクトルが各色で見えるはずです
・明るい雲や太陽に照らされた建物の白壁を見ると：太陽の連続スペクトルが見えます
　さらに、太陽にある元素由来の暗線（フラウンホーファー線）が見えることもあります
　※危険なので太陽は直接見ないでください
・夜の街灯や車のヘッドライト：水銀ランプのスペクトルが見える場合、
　白色 LED のスペクトルが見える場合、ほかのスペクトルが見える場合などあります
・トンネルのナトリウムランプ：オレンジの輝線スペクトルが見えるはずですが
　こちらも最近は LED 化が進んでいます
・花火：赤や青、緑、橙といった色に応じて異なる輝線スペクトルが見えます
　　　　※火を使うので分光器を近づけないように注意　
　　　　※花火のスペクトルは https://youtu.be/2Mgcvl_j7Zc も参照ください。
　　　　※https://www.youtube.com/playlist?list=PLeglKUCHsH6NVmY6Djcb4LbBrQvdGy-Q2
　　　　　でもいろいろなスペクトルを見せているのでご覧ください。

簡易分光器でスペクトルを写真撮影
　デジタルカメラやスマートフォンのレンズが回折格子に接触するように取り付けるとスペ
クトルを写真に撮ることができます。特に、マニュアルフォーカスができるカメラで蛍光灯
の輝線がくっきり見えるように調整してから使うと他のスペクトルも綺麗に見えます。

花火のスペクトル
いろいろなスペクトル

（科学ライブショーユニバース）

DVD: 42°
CD:18°

入射光

スリット

スペクトルが見える方向

Spectrum direction

箱

透過型回折格子

典型的な簡易分光器と回折格子

白色 LED

白色蛍光灯

三波長型蛍光灯

白熱電球

スリットが細いとこういった線が
細い複数の線でできていることが分かります

2 本2 本

たくさんの線が見えます

Ver. 2024/04/11  by Tomonori NOMOTO (http://spectra.nomoto.org/)


